
好みの音楽聴取が記憶課題の成績に及ぼす影響 

Effects of Preferred Music Listening on Memory Task Performance 
 

寒川 留衣†，奥田 祥司†，松㟢 由莉† 

Rui Sogawa, Shoji Okuda, Yuri Matsuzaki 

†宝塚医療大学 

Takarazuka University of Medical and Health Care 

y-matsuzaki@tumh.ac.jp 

 

概要 

音楽には，作業効率やパフォーマンスを向上させた

り，作業量を減少させ誤謬率を増加させるなど，作業に

対して様々な影響をもたらすことが分かっている． 

そこで，本研究では，好みの音楽聴取が，記憶課題の

成績に与える影響を明らかにすることを目的とした．

結果，音楽聴取による記憶課題への影響に有意差はみ

られなかったが，普段の音楽聴取の習慣や聴取した音

楽の BPM は，音楽聴取時の記憶課題に影響を与えるこ

とが明らかとなった． 
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1. はじめに 

私たちの毎日の暮らしの中で音楽は，スーパーや，レ

ストラン，病院など暮らしの中で利用する場や，映画，

CMなどにも用いられており，当たり前に存在する状態

となっている．音楽はその場所や雰囲気に合わせたも

のが使用されており，スーパーや商業施設では活気や

にぎわいを感じさせるもの，美容室や服屋などでは雰

囲気に合わせたお洒落なもの，病院や歯医者，仕事場な

どでは気持ちや雰囲気を落ち着けることができるリラ

ックスした音楽が用いられている．これらは，音楽が私

たちに集中力や意識付け，気持ちの雰囲気付けをして

いるだけでなく，機械の音や話し声など雑音を遮る効

果があるためである．そのため，職場や勉強中に音楽を

かけながら作業を行う人は少なくない．先行研究では，

学習時に教室の外からの音が気になる中学生は，周り

の音を消して集中するために，学習中に音楽を聴取す

る傾向があることが報告されている[1]． 

音楽の作業効率への影響は既に多数報告されている． 

モーツァルトの作曲した音楽の聴取は，被験者のポジ

ティブな気分と覚醒度を有意に高くし，空間能力テス

トの結果を改善することが報告されている[2]. 好み

の音楽の作業効率への影響に関して，辛島ら[3]は，作

業前の自身のやる気が向上する音楽聴取は，作業者の

ポジティブな感情を高め，作業効率，精度ともにパフォ

ーマンスが向上させたと報告している．また，山下ら

[4]は，作業前に 3分間音楽を聴取した後，100マス計

算を行うと，音楽を聴取しない場合よりも成績がよか

ったことを報告している．このように作業前の音楽聴

取が，作業効率などに良い影響を与えているという報

告が複数ある．一方で，渡辺ら[5]は作業中に音楽聴取

をすることにより，自身の好きな音楽であっても静穏

環境と比べ作業量が減少しており，さらに誤謬率も高

くなると報告している． 

以上より，作業前の好みの音楽聴取は作業効率や精

度が向上する一方で，作業中の音楽聴取は作業量，精度

を低下させることが報告されている．本研究では認知

機能の中でも大学生が学習時に多く用いる記憶機能に

着目し，音楽無しの環境，作業前または作業中に好みの

音楽聴取をすることで記憶課題の成績にどのような影

響があるのかに加え，音楽聴取による影響には, 個人

の習慣や音楽の性質が影響していると仮定し，音楽聴

取の習慣や，音楽の beats per minute(BPM)の影響を明

らかにすることを目的とした． 

2. 方法 

1.対象者 

研究の趣旨を説明し，同意を得られた大学生 20名を

対象とする． 

2.実験方法 

対象者は，100単語が書かれたリストを 10分間記憶

し，記憶後 10分間で，記憶した単語を解答用紙に記

載する．単語リストは松井ら[6]を参考に，単語のジ

ャンル分けを行い，その中で，大学生に馴染みのある

ジャンルを 20ジャンル抽出した．抽出した 20ジャン

ルそれぞれ 5単語ずつを用いて 100単語の単語リスト

を作成した．音楽聴取をしないパターン，記憶前に 10

分間音楽聴取するパターン，記憶時に音楽聴取するパ

ターンの 3パターンをそれぞれ別日に実施した．実施

においては，学習効果を考慮し, 3パターンをランダ
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ムに試行した. 作業時に聴取する音楽は歌詞の有無や

ジャンル等の制限は設けず，被験者の好みの音楽とし

た．音楽の聴取はイヤホンで行い，音量は被験者によ

り調整された．音楽聴取は 1曲を繰り返し聴取して

も，複数の音楽を任意の順で聴取しても構わないこと

とした．課題終了後に聴取した音楽の曲名と歌手名を

質問し，聴取音楽の BPMの平均を算出した． 

また，評価時に普段の勉強時の音楽聴取の習慣に関

して「1. 毎回聴く，2. ほとんど聴く，3. 半分ぐら

い聴く, 4. ほとんど聴かない，5. 全く聴かない」の

5件法にて質問した．3以下と回答した人を音楽聴取

の習慣ありとした． 

3. 統計解析 

分析 1 音楽聴取パターンで 3群に分け，各群間での

正答数について反復測定一元配置分散分析を行った． 

分析 2 勉強中に音楽を聴く習慣が暗記中の音楽聴取

による成績の変化に影響を与えるかを明らかにするた

め，音楽聴取習慣の有無と最も成績の良い音楽聴取パ

ターン（記憶中音楽無し/記憶中音楽聴取）の関係に

ついて，フィッシャーの正確確率検定を行った．  

分析 3 聴取した音楽の BPMによる正答数への影響を

明らかにするため，聴取した音楽の BPMと正答数につ

いて Pearsonの積率相関分析を行った．解析ソフトに

は，IBM SPSS Statistics ver28.0.1.0を使用した． 

4. 結果 

1. 記憶中の音楽聴取パターンの違い 

記憶課題の正答数を音楽無し(44.4点)，記憶前の音

楽聴取(45.3点)，記憶中の音楽聴取(39.7点)の 3パ

ターンにおいて，反復一元配置分散分析を行った結

果，有意差はみられなかった（p＝0.200）（図 1）．

 

図１ 3パターンの正答数 

2. 勉強中の音楽聴取の習慣の有無による違い 

勉強中の音楽聴取の習慣の有無と，最も点数が高く

なったパターンの人数割合を表１に示す．音楽なしと

記憶前の音楽聴取をひとつのパターン（記憶中音楽聴

取なし）としフィッシャーの正確確率検定を行った結

果，有意差は認められなかった（p=0.122）. 傾向とし

て勉強中に音楽を聴取する習慣のある人は，記憶中に

音楽聴取したパターンで最も点数が高い人が多く，勉

強中に音楽聴取しない人は，記憶中に音楽聴取がない

パターンで最も点数が高い人が多かった． 

 

表１ 最も点数が高くなったパターンの人数割合 

 音楽無し 記憶前 記憶中 

音楽聴取 

する(7人) 

1人 

(14.3％) 

2人 

(28.6%) 

4人 

(57.1%) 

音楽聴取し

ない(13人) 

5人 

(38.5%) 

6人 

(46.2%) 

2人 

(15.4%) 

 

3. 聴取する音楽の BPMの違い 

記憶前に聴取した音楽の BPM と正答数に有意な相関

（ｒ＝0.095）はみられなかった．一方で記憶中に聴取

した音楽の BPM と正答数に有意な相関（ｒ＝-0.452）

がみられ，聴取した BPM が速いほど，正答数が少なか

った． 

5. 考察 

本研究の結果，音楽聴取なし，記憶前に音楽聴取，記

憶中に音楽聴取のいずれにおいても正答数に有意差は

なかった．先行研究では，作業前の音楽聴取に関して，

転記作業や心的回転作業では作業効率，精度ともにパ

フォーマンスが向上したことや，計算課題において平

均成績が改善したと報告があり，作業前の音楽聴取は

作業効率を向上させることが報告されている[2][3]．

一方で，作業中に音楽聴取することで，作業量の減少や

誤謬率が高くなるなどの報告あり[5]，作業中の音楽聴

取は作業効率を低下させることが報告されている．本

研究においては記憶作業において，音楽聴取の有無や

聴取のタイミングによる正答数への影響はみられなか

ったが，作業前の音楽聴取は作業効率を向上させ，作業

中の音楽聴取は作業効率を低下させるという先行研究

を支持する傾向が認められた． 

音楽聴取が作業効率に影響を与えることは周知の事

実であるが，その中でも本研究は勉強中の音楽聴取の
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習慣による，音楽聴取時の作業効率について明らかに

した．普段の勉強中の音楽聴取をする習慣の有無によ

って最高得点のパターンが異なっており，勉強中に音

楽聴取をする習慣のある人は，記憶中に音楽聴取をし

た方が正答数が多く，勉強中に音楽聴取をする習慣の

ない人は，記憶中に音楽を聴取しない方が正答数が多

かった．つまり，好みの音楽の聴取に関して記憶すると

いう作業では，一見正答数に影響が見られないが，音楽

聴取の習慣が音楽聴取時の正答数に影響を与えること

が明らかとなった．先行研究では，拡散的・収束的思考

を必要とする作業において，BGM付加時が最も作業しや

すいと実験者らから評価され，空調音や電話会話音な

どの他の音環境に比べ，アイデアの発想やまとめにお

いても大きな効果が現れることが分かっており[7] 

BGM は場合によっては他の音や騒音を遮断するマスキ

ング効果がある可能性が報告されている[8]．以上のこ

とより，本研究において普段から勉強時に音楽聴取の

習慣がある人は，音楽のマスキング効果を得ることが

できたが，音楽聴取の習慣のない人にとって音楽は騒

音になり，正答数を下げたと推察できる．また，刺激を

求める外向的な人は，静音環境と比較して音楽環境の

方が認知課題の成績が高いことが報告されている[9]．

このことから，勉強時に音楽聴取の習慣のある人は普

段から刺激を求める傾向があり，静音環境と比較して

音楽環境の方が正答数が多かったと考えられる． 

以上のことから，勉強時の音楽聴取の習慣によって，

音楽をマスキングと捉えるか，騒音と捉えるかの違い

があり，記憶課題への影響の違いがあったと考えられ

る．また，音楽聴取の習慣は本人の特性を反映している

可能性があり，勉強時の音楽聴取には本人の特性を考

慮する必要があると考えられる． 

最後に，記憶前の音楽聴取では BPM の影響がみられ

なかったが，記憶中の音楽聴取では，BPMが速いほど正

答率は減少した．阿部ら[10]の研究によると，計算など

の認知負荷が高い作業では，BGMのテンポの違いによる

作業効率への影響はみられなかったがパソコン入力課

題においては BPM が速い方が，誤打数が多くなるとい

う結果が認められたと報告されている．認知負荷量の

程度が大きいと作業に集中し，音楽が聞こえてない状

態になるため，音楽聴取の影響が少ないと考えられる

が，本研究の結果，記憶するという作業は，音楽聴取の

影響を受ける程度の認知的負荷であると考えられた． 

本研究の限界として，対象者数が少なく研究の統計

的検出力が制限された可能性がある．また，研究結果の

一般化においても懸念が残るため，今後さらにサンプ

ルサイズを増やし検討していく必要がある．また，音楽

聴取は個人特性や環境の影響を受けるため，今後より

条件を限定して検討していく必要がある．加えて，本研

究では，記憶する際に音楽聴取を行ったが，今後記憶し

たものを想起する際の音楽聴取の影響を検討していく

必要がある． 

6. 結論 

記憶課題において記憶前に音楽聴取をする，記憶中

に音楽聴取をする，音楽聴取しないパターンによる違

いを比較した結果，記憶時の音楽聴取の有無や聴取の

タイミングにおいて，正答数に影響を示さないことが

分かった．しかし，普段から勉強中に音楽聴取をする習

慣の有無によって，音楽聴取の影響が異なることが明

らかとなった．音楽聴取の習慣があると音楽のマスキ

ング効果を得ることができるため，音楽を聴取する環

境に慣れておくことで，音楽聴取によってより良いパ

フォーマンスが可能になることが示唆された．また，認

知負荷の低い作業中に聴取する音楽は BPMが早いと作

業を阻害するため，BPM 遅い方が好ましいと考えられ

た． 
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